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村上市上下水道事業審議会 議事録（要約版） 

会 議 名 第６回村上市上下水道事業審議会 

年 月 日 令和元年 7月 26日（金） 14:00～14:30 

会 場 村上市役所 ５階第５会議室 

出席委員 
大串葉子、鷲見英司、鈴木信嘉、梅田久子、小林誠、吉野敦、渡辺明、佐藤あい 

【委員８人】 

欠席委員 なし 

事務局 

 

下水道課            水道局 

課  長 志村 悟       局  長 山田広良 

課長補佐 小林精司       参  事 今井雅仁 

副 参 事 渡邊貴志       次  長 東 敏之 

係  長 鈴木将利       副 参 事 長谷部淳 

主  任 中村優也       副 参 事 菅原和英 

                副 参 事 齋藤貴樹 

主  査 星  梓 

村上水道事務所   所  長 加藤権治郎 

荒川支所産業建設課 課  長 渡邉 修 

朝日支所産業建設課 課  長 大滝清考 

山北支所産業建設課 課  長 加藤 泰 

  【事務局 16人】 

傍 聴 者 なし 
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１．開  会 

２．挨  拶 

３．議  事 

（１） 上下水道料金について 

① 答申（案）について[資料１] 

４．その他 

（１） 事務連絡 

５．閉 会 
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１．開会 

本日の配布資料の確認。本日の会議は委員総数 8 名全員の出席があり、会議が成

立することを報告する。 

２．挨拶 

平成 29年 10月から始まった審議会も今回で 6回目となり、この度答申（案）の

審議までこぎつけることができた。審議後、答申内容が確定したら、会長から市長

へ答申していただく予定としているので、よろしくご審議をお願いしたい。 

前回の審議会において答申（案）の原案となるようなものを審議いただいたが、

委員の皆様からいただいた修正意見を反映した答申（案）となっている。ご了承い

ただけるよう、よろしくお願いしたい。 

日程だが、この審議で答申の内容が決まったら、本日会長から市長宛に答申して

いただきたいと考えている。 

会長が議長となることとなっているので、大串会長より挨拶を頂いたのち議事進

行を大串会長へお願いする。 

本日は委員全員出席ということで答申を出す日にふさわしい日となった。前回の

審議会から今回まで、市長選や地震などがあり今回の第 6 回は延期になるのではと

心配した。地震については、被害がそこまでひどくなかったとのことだが、市民の

皆様には心からお見舞い申し上げる。今日は総仕上げとして修正部分も含めて審議

いただいた後、市長に答申ということになるので最後までよろしくお願いしたい。 

３．議事 

（１）答申について 

①答申（案）について 

答申については 6月 12日に原案という形で委員の皆様に送付したところ、いくつ

か修正意見をいただいた。1点目は、附帯意見において「下水道使用料については、

地方公営企業会計導入後に一定程度のデータが揃った段階で・・・」とあるところ、

簡易水道についても地方公営企業会計となることから、同様に盛り込むべきとの意

見があった。2 点目は、水道料金の算定方式について、原案では「基本料金をすで

に改定済であることや旧市町村の料金格差が大きいことなどから、資金収支方式と

しました。」となっているが、資金収支方式を採用したことで旧市町村間の料金格差

が是正されることはないと考えられること、また基本料金を改定しないことが資金

収支方式を採用する根拠とはならないのではないかとの意見があった。3 点目は、

１ページ目の本文の「慎重かつ活発に審議を重ねた結果」という文言について、相

反する状況を表す言葉が並んでいるが、審議の状況に関して相反する状況を同時に

表記するのは難しいのではないか。むしろ「丁寧に審議を重ねた」という言葉がふ

さわしいのではないかという意見があった。この他言葉の使い方について、条例等

を確認して正式な言葉を用いたほうが良いとの意見があった。いただいた修正意見
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については事務局内で検討し、その結果を反映したものが本日お示ししている答申

（案）となっている。 

指摘のあった修正点については反映済みとのことだが、この他質問等はないか。

最後の修正となるので、今一度確認いただきたい。 

3 ページの上から 6 行目でしょうか、「段階区分を３区分としました。」と 3 だけ

が全角となっている。漢数字の代わりの 3だと思うが。 

そうすると、2 ページ目の「３０年４月」もだ。そこまでこだわることでもない

が。 

3 ページ目の「今回、当審議会に」というところだが、多くのことをいっぺんに

言っていて分かりにくい。村上市では基本料金の統一が平成 30年 4月にようやく終

了したばかりで、基本料金を変えるのは現段階では難しい。かといって、従量料金

の改定のみで対象経費を賄おうとするには無理があり、従量料金が高額にならざる

を得ないというところをもう少し丁寧に言った方がいいかと思う。 

事務局内では、審議会の開催状況の表で余分な空白が入っているという指摘があ

った。 

では、指摘のあった数字と文章の修正、余分な空白の削除を行ったうえで、答申

として認めていただけるかということをお諮りしたい。よろしいか。 

はい。 

先ほど会長から指摘のあった文章の部分だが「ばかりで、」と点になっているが、

ここを「ばかりです。」と一旦区切って「従量料金の改定のみで対象経費を賄おうと

することには無理があり」というふうにしたい。 

基本料金の統一が終了したばかりだから改定しなくていいっていう話しにはなら

ないと思う。基本料金については今回諮問されておらず、話し合う余地がなかった。

従量料金のところだけで見なきゃいけなかったというところがあるので。 

「ようやく終了した」ということはないのでは。もっとポジティブに統一させた

ということを言えば、次は従量料金というような流れになると思う。ようやくなっ

たばっかりなのにっていうニュアンスになっているので、「ようやく」ではなくて統

一を果たしたとか済ませたと、次は従量料金だというような書きぶりにしていただ

くのがいいのではないか。 

今ほどの意見を踏まえ「しかし村上市では基本料金の統一が平成 30年 4月で終了

したばかりです。対象経費を従量料金の改定のみで賄おうとすることには無理があ

り、従量料金が著しく高額にならざるを得ません。」と修正したい。ほかにご意見は

ないか。事務局いかがか。 

はい。 

それでは今ほどの修正を加え市長への答申とする。 

委員の皆様には長期に渡って真摯に議論に参加していただいた。今回の答申を見
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ても、一生懸命、持続可能性を求めて料金を改定して行こうという村上市の上下水

道の意向も反映させられたいいものができたのではないかと思う。心より御礼申し

上げる。それでは事務局にお返しする。 

 

４．その他 

（１）事務連絡 

 <事務局より事務連絡> 

  

５．閉会 

 <閉会の挨拶：鷲見副会長> 

 

 


